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読書をしよう

いよいよ夏休みが間近に迫ってきました。この休み中には､是非読書も心がけま

しょう。読書は新しい知識を得るためのもの、楽しみとして読むもの等様々ですが、読書を通じて

自分の想像力や思考力を鍛えたり、語彙を増やしたり､集中力を高めたりする効果もあります。

映像世代の皆さんにとって読書は面倒と思う人も少なくないでしょう。小説などでも最初は筋が

見えず､いっこうにその物語の中に入っていけないと感ずることもあるでしょう。そこを我慢して

読み続けていると次第に物語の流れが見えて来、早く次を知りたいと思え一気に読み通すというこ

ともあります。そうした意味でも読書は忍耐力も養うでしょう。とかく忍耐力の少なくなっている

といわれる若者には､読書にもっと親しんで欲しいものです。

就職試験、学校受験の際に､面接で「最近読んだ本は何ですか」といった質問を受けることがあ

ります。そんな時に「ほとんど読んでいません」では様になりません。

また今進路選択を前にしている皆さんには読書を通じて､人間としての生き方や､これからの人生

に指針を与えてくれるような本とも是非出会って欲しいものです。私も若い時期に何冊かそんな本

に出会い、自分の生き方に大きな影響を受けました。若く純真な時期にそうした

本に出会い魂を揺すぶられ、少しでも心を豊かにして欲しいものです。

受験勉強の対策をしっかりと！
とりあえず夏期休業中の企業見学の申込書を出しましたが、これで安心し全て

決まったような気持ちになっていませんか。皆さんにとってこれからが本番です。希望する企業に

合格できる実力を付けておかないと他校生との競争に勝てません。入社試験の内容は決してそれほ

ど難しいわけではありませんが、基礎学力がきちんと付いていないと､相対的比較の上で勝ち残れ

ないのです。

ＳＰＩ２問題集の基礎的部分は何度も練習しマスターするよう心がけましょう。本来であれば小

学校時にマスターすべき内容です。今頃までほったらかしていたことを悔い、何としてもここで理

解して欲しいものです。夏休み中のんきに遊びほうけることなく、是非基礎学力を付けるよう心がけま

しょう。地道な努力をする者のみに勝利の女神は微笑むでしょう。

人間関係に負けない心を鍛えよ
先日３月に卒業したある先輩が､職場の人間関係に悩み退職したという連絡を

受けました。就職して辞める人の多くがこうした理由で辞めています。人間関係とはややっこしい

ものですが、どんな社会に入っても人と人との関わりがある限り避けて通れないことです。その度

に人間関係に心をすり減らしていたのでは､生きて行かれません。

そんな時、相手に非を求めるだけではなく､皆さん自身が人間関係をうまくこなせるように日頃か

ら心がけていくことも必要です。社会に出れば自分で全てそうした荒波をくぐり抜けていかなくて

はならないのです。時には片目をつぶり､片耳を閉じたりすることも必要です。

日頃からちょっとしたことにくじけないよう心を鍛えていって欲しいものです。
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